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大 学 の 名 称 　神戸大学大学院 (Graduate School of Kobe University)

大 学 本 部 の 位 置 　神戸市灘区六甲台町１番１号

計 画 の 区 分 　研究科の設置
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設 置 者 　国立大学法人　　神戸大学

科学技術イノベーション

研究科
［Graduate School of
 Science, Technology
 and Innovation］

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人 年次 人 年　月

計 － 40 80

様式第２号（その１の１）

基　本　計　画　書

基　　　　　　本　　　　　　計　　　　　　画

事 項 記　　　　　　　入　　　　　　　欄

大 学 の 目 的
　神戸大学は，開放的で国際性に富む固有の文化の下，「真摯・自由・協同」の
精神を発揮し，人類社会に貢献するため，普遍的価値を有する「知」を創造する
とともに，人間性豊かな指導的人材を育成する。

新 設 学 部 等 の 目 的

  今回設置を計画している科学技術イノベーション研究科は，学際領域における
先端科学技術の研究開発能力とともに，知的財産化，生産技術開発，市場開拓ま
での学術的研究成果の事業化プロセスをデザインするアントレプレナーシップを
兼ね備えた理系人材，すなわち我が国における革新的イノベーションの創出とい
う産業界からの期待にも応えうる技術と経営を俯瞰できる人材を養成する。

新
　
設
　
学
　
部
　
等
　
の
　
概
　
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

フ リ ガ ナ   ｺｳﾍﾞﾀﾞｲｶﾞｸﾀﾞｲｶﾞｸｲﾝ

平成28年4月
第1年次

兵庫県神戸市灘区六
甲台町１番１号

 科学技術イノベー
 ション専攻
 [Department of
 Science, Technology
 and Innovation]

2 40 － 80 修士(科学技術
イノベーショ
ン）

人 第　年次

科学技術イノベーション
専攻

25 科目 3 科目 1 科目 29 科目 　32　単位

演習 実験・実習 計
科学技術イノベーション
研究科(修士課程)

同一設置者内における
変更状況（定員の移行，
名称の変更等）

人文学研究科文化構造専攻〔定員減〕　　　　　（△3）（平成28年4月）
            社会動態専攻〔定員減〕　　　　　（△3）（平成28年4月）
国際文化学研究科文化相関専攻〔定員減〕　　　（△2）（平成28年4月）
　              グローバル文化専攻〔定員減〕（△1）（平成28年4月）
人間発達環境学研究科人間発達専攻〔定員減〕　（△1）（平成28年4月）
　　　　　　　　　　人間環境学専攻〔定員減〕（△4）（平成28年4月）
法学研究科理論法学専攻〔定員減〕　　　　　　（△3）（平成28年4月）
保健学研究科保健学専攻〔定員減〕　　　　　　（△2）（平成28年4月）
工学研究科建築学専攻〔定員減〕　　　　　　　（△1）（平成28年4月）
　　　　　市民工学専攻〔定員減〕　　　　　　（△1）（平成28年4月）
　　　　　電気電子工学専攻〔定員減〕　　　　（△1）（平成28年4月）
　　　　　機械工学専攻〔定員減〕　　　　　　（△2）（平成28年4月）
　　　　　応用化学専攻〔定員減〕　　　　　　（△3）（平成28年4月）
システム情報学研究科情報科学専攻〔定員減〕　（△7）（平成28年4月）
農学研究科食料共生システム学専攻〔定員減〕　（△1）（平成28年4月）
　　　　　生命機能科学専攻〔定員減〕　　　　（△5）（平成28年4月）

教
育
課
程

新設学部等の名称 開設する授業科目の総数 卒業要件単位数
講義

新

設

分

科学技術
イノベー
シ ョ ン
研 究 科

　科学技術イノベーション
　専攻

18 人
(18)

3 人
(3)

0 人
(0)

0 人
(0)

21 人
(21)

0 人
(0)

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼任

教員等教授 准教授 講師 助教 計

(3) (0) (0) (21) (0) (5)

5 人
(5)

計
18 3 0 0 21 0 5

(18)

助手
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必
 
修

選
 
択

自
 
由

講
 
義

演
 
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
 
師

助
 
教

助
 
手

1前 1 〇 3 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 〇 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 〇 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 〇 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 〇 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 〇 2 共同

1後 1 〇 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 〇 1 兼1 共同

― 8 0 0 14 0 0 0 0 兼4 ―

1前 2 〇 1

1前 2 〇 1

1前 2 〇 1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

1後 2 〇 1

1後 2 〇 3
ｵﾑﾆﾊﾞｽ
・共同
(一部)

― 0 14 0 6 3 0 0 0 兼0 ―

1前 2 〇 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

1後 2 〇 1

1前 2 〇 1

― 0 10 0 8 0 0 0 0 兼0 ―

1前 2 〇 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

― 0 10 0 6 0 0 0 0 兼0 ―

バイオロジクス開発学特論

小計(5科目) ―

先
端
I
T
先
端
科
目

先端IT社会学概論

センサー・アクチュエータ特論

先端ネットワーク特論

先端計算科学特論

社会ソリューション特論

小計(5科目) ―

先端医療学概論

臨床開発マネジメント論

再生医療学特論

分子標的薬・抗体医薬学特論

先
端
医
療
学
先
端
科
目

知的財産法実務

小計(8科目) ―

バ
イ
オ
・
環
境
先
端
科
目

先端バイオ技術概論

先端環境技術特論

先端食品技術特論

産業バイオ技術特論

農業バイオ技術特論

エネルギー技術特論

バイオプロセス工学特論

小計(7科目) ―

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

アントレプレナーファイナンス

専
門
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

科学技術イノベーション研究科　科学技術イノベーション専攻

専任教員等の配置

備考

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ

プ
科
目

アントレプレナーシップ入門

起業とベンチャー経営

ベンチャー企業の事業戦略

ベンチャー企業のイノベーション戦略

コーポレートファイナンス

アントレプレナーシップと法

科目
区分



- 2 -

必
 
修
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択

自
 
由

講
 
義

演
 
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
 
師

助
 
教

助
 
手

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

科学技術イノベーション研究科　科学技術イノベーション専攻

専任教員等の配置

備考
科目
区分

1後～2前 2 〇 18 3
ｵﾑﾆﾊﾞ
ｽ･共同

― 2 0 0 18 3 0 0 0 兼0 ―

1後 1 〇 13 3 兼1 共同

2前 1 〇 11 3

1～2 8 〇 13 3

― 10 0 0 37 9 0 0 0 兼1 ―

― 20 34 0 18 3 0 0 0 兼5 ―

１時限の授業時間 ９０　分　

卒業要件及び履修方法

必修科目20単位，専門科目（アントレプレナーシップ科目を除く）から12
単位以上修得し，32単位以上修得すること。

授業期間等

１学年の学期区分 ２　学期

１学期の授業期間 １５　週　

(合計 29 科目) ―

学位又は称号 修士（科学技術イノベーション） 学位又は学科の分野 学際領域

ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
・

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

科
目 科学技術アントレプレナーシップ・

プロジェクト研究

小計(1科目) ―

先
端
研
究
開
発
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
科
目

産業技術実習

プレゼンテーション演習

先端研究開発プロジェクト研究

小計(3科目) ―
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必
 
修

選
 
択

自
 
由

講
 
義

演
 
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
 
師

助
 
教

助
 
手

1前 1 〇 3 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 〇 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 〇 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 〇 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 〇 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 〇 2 共同

1後 1 〇 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 〇 1 兼1 共同

― 8 0 0 14 0 0 0 0 兼4 ―

1前 2 〇 1

1前 2 〇 1

1前 2 〇 1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

1後 2 〇 1

1後 2 〇 3
ｵﾑﾆﾊﾞｽ
・共同
(一部)

― 0 14 0 6 3 0 0 0 兼0 ―

1前 2 〇 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

1後 2 〇 1

1前 2 〇 1

― 0 10 0 8 0 0 0 0 兼0 ―

1前 2 〇 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

― 0 2 0 2 0 0 0 0 兼0 ―小計(1科目) ―

先
端
I
T
先
端
科
目

先端IT社会学概論

センサー・アクチュエータ特論

先端ネットワーク特論

先端計算科学特論

社会ソリューション特論

小計(5科目) ―

先端医療学概論
先
端
医
療
学
先
端
科
目

知的財産法実務

小計(8科目) ―

バ
イ
オ
・
環
境
先
端
科
目

先端バイオ技術概論

先端環境技術特論

先端食品技術特論

産業バイオ技術特論

農業バイオ技術特論

エネルギー技術特論

バイオプロセス工学特論

小計(7科目) ―

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

アントレプレナーファイナンス

専
門
科
目

六甲台キャンパス
別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

科学技術イノベーション研究科　科学技術イノベーション専攻

専任教員等の配置

備考

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ

プ
科
目

アントレプレナーシップ入門

起業とベンチャー経営

ベンチャー企業の事業戦略

ベンチャー企業のイノベーション戦略

コーポレートファイナンス

アントレプレナーシップと法

科目
区分
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必
 
修

選
 
択

自
 
由

講
 
義

演
 
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
 
師

助
 
教

助
 
手

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

科学技術イノベーション研究科　科学技術イノベーション専攻

専任教員等の配置

備考
科目
区分

1後～2前 2 〇 18 3
ｵﾑﾆﾊﾞ
ｽ･共同

― 2 0 0 18 3 0 0 0 兼0 ―

1後 1 〇 10 3 兼1 共同

2前 1 〇 8 3

1～2 8 〇 10 3

― 10 0 0 28 9 0 0 0 兼1 ―

― 20 26 0 18 3 0 0 0 兼5 ―

１時限の授業時間 ９０　分　

卒業要件及び履修方法

必修科目20単位，専門科目（アントレプレナーシップ科目を除く）から12
単位以上修得し，32単位以上修得すること。

授業期間等

１学年の学期区分 ２　学期

１学期の授業期間 １５　週　

(合計 25 科目) ―

学位又は称号 修士（科学技術イノベーション） 学位又は学科の分野 学際領域

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ

プ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

科学技術アントレプレナーシップ・
プロジェクト研究

小計(1科目) ―

先
端
研
究
開
発
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
科
目

産業技術実習

プレゼンテーション演習

先端研究開発プロジェクト研究

小計(3科目) ―
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必
 
修

選
 
択

自
 
由

講
 
義

演
 
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
 
師

助
 
教

助
 
手

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

1前 2 〇 1

1後 2 〇 1

― 0 8 0 4 0 0 0 0 兼0 ―

1後 1 〇 3 0 共同

2前 1 〇 3 0

1～2 8 〇 3 0

― 10 0 0 9 0 0 0 0 兼0 ―

― 10 8 0 3 0 0 0 0 兼0 ―

楠キャンパス

先
端
医
療
学
先
端
科
目

１時限の授業時間 ９０　分　

１学期の授業期間 １５　週　

―

学位又は学科の分野 学際領域

授業期間等

１学年の学期区分 ２　学期

(合計 7 科目)

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

先端研究開発プロジェクト研究

科学技術イノベーション研究科　科学技術イノベーション専攻

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

卒業要件及び履修方法

必修科目20単位，専門科目（アントレプレナーシップ科目を除く）から12
単位以上修得し，32単位以上修得すること。

再生医療学特論

分子標的薬・抗体医薬学特論

―

―

先
端
研
究
開
発
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
科
目

プレゼンテーション演習

専
門
科
目

産業技術実習

バイオロジクス開発学特論

小計(4科目)

臨床開発マネジメント論

学位又は称号 修士（科学技術イノベーション）

小計(3科目)
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

アントレプレナー
シップ入門

　異なる視点からものごとを考え，新たな視点から価値を付与できる能力の向上が，まさに
今，日本人に求められている。しかし，新奇性が高いものを創造しようと思えば，単に専門
力を深めるだけでは不十分で，同時に総合力が問われる。アントレプレナーシップはまさに
そうした性格を持った学問である。他の専門領域との接点や融合が，社会的・経済的・文化
的にインパクトがあり意外なものを生み出す創造力の基礎となる。
　当科目では，学部上がりの理系学生に対して，アントレプレナーシップの意義と可能性を
感じてもらうための導入講義をオムニバス方式にて行う。（オムニバス方式／全8回）
　（⑤ 忽那憲治／2回）経済とアントレプレナーシップ，（③ 尾崎弘之／1回）理系人材と
起業，（④ 山本一彦／4回）日本人とアントレプレナーシップ，イノベーションと大企業，
（⑩ 村瀬祥子／1回）理系人材と起業。
　具体的には以下の4つのテーマを設定し，その指摘が妥当ではないことを理解してもら
う。また、起業家倫理や経済倫理の重要性についても学習する。
　１．経済においてアントレプレナーが果たしている役割は大きくない。
　２．日本人はアントレプレナーには適していない。
　３．理系人材はビジネスを立ち上げるのには適していない。
　４．イノベーションはベンチャー企業よりも大企業の方が適している。
　さらに，具体事例で理解を深めるために，それぞれのテーマに適したゲストスピーカーを
迎え，講演ののち討論を行う。

オムニバス方式

起業とベンチャー
経営

　グローバルに事業活動を展開する急成長企業がイノベーションを主導するのみならず，雇
用を創出し，経済成長に多大な貢献を果たす。理系の学生に対して起業というキャリア選択
の意味や，ベンチャー企業を設立して新規事業に取り組むことの意義や難しさなどに関する
基礎知識の習得を目的とした導入講義をオムニバス方式にて行い，ベンチャー企業の組成か
ら成長，ゴールまでを概観する。また、技術シーズのみの視点から事業を考えないように、
顧客ニーズをベースとした発想の重要性についても学習する。（オムニバス方式／全8回）
　（③ 尾崎弘之／6回）ベンチャー企業の企業と経営に関すること，（⑪ 保田隆明／2回）
ベンチャー企業のファイナンスに関すること。

オムニバス方式

ベンチャー企業の
事業戦略

  ベンチャー企業が成功確率を上げるためには，「ファイナンス」と「戦略」という車の両
輪をバランス良く徹底的に使いこなすことが不可欠である。本科目は，初学者が，主要な戦
略理論（競争戦略論，リソース・ベースト・ビュー等）を基本からオムニバス方式にて学
び，併せて，ケーススタディー等を通じて，戦略の実践的なマネジメント手法と戦略的企業
家としての思考方法をも，バランスよく習得することを目的とする。（オムニバス方式／全
8回）
  （13 山本一彦／6回）戦略論概論，リソース・ベースト・ビューに関すること，（14 忽
那憲治／2回）ケーススタディーに関すること。

オムニバス方式

ベンチャー企業の
イノベーション戦
略

　ベンチャー企業の成長には，イノベーションが不可欠である。本科目では，イノベーショ
ンが起こるメカニズムとそのプロセスのマネジメント手法について，「破壊的イノベーショ
ン理論」を中心に学び，併せて，イノベーションに成功して偉大な企業へと成長した企業に
共通する経営上の法則を，豊富な事例に基づき学習する。加えて，イノベーション・プロセ
スにおける意思決定に必要なリアル・オプション理論の基本を学ぶ。最後にケーススタ
ディーを利用して，授業全体の総仕上げも兼ねて，ベンチャー企業のイノベーション戦略の
実践的な応用能力の養成を行う。（オムニバス方式／全8回）
　（13 山本一彦／6回）破壊的イノベーション理論，イノベーションとアントレプレナー
シップ，経営理念とビジョン，ケーススタディーに関すること。（23 小川 康／2回）リア
ルオプション理論に関すること。

オムニバス方式

コーポレートファ
イナンス

　リスクの高い事業を実施するか否かの意思決定を行うためには，ファイナンスの知識が不
可欠である。本科目では，財務３表（ＰＬ：損益計算書，ＢＳ：貸借対照表，ＣＦ：キャッ
シュフロー計算書）各々の基本概念とそれらの相互の関係性を理解することから始まり，予
想財務３表の作成メソッド，古典的な企業価値評価手法である純資産法やマルチプル法，
コーポレート・ファイナンス理論に基づくＤＣＦ法などについて基礎知識を習得する。こう
した基礎知識に基づいて企業価値の算出(バリュエーション）を行い，事業に必要となる資
金額の見積もり方法について学習する。
　（14 忽那憲治／4回）ベンチャー企業の価値評価理論に関すること，（13 山本一彦／4
回）財務計画に関すること。
　また，計画している事業に適した資金調達手段をどのように選択すればよいのかについて
判断できるための基礎知識も習得する。

オムニバス方式

アントレプレナー
シップと法

　法律学の前提知識を持たない理科系の大学院生を対象に、先端科学技術の学術的研究成果
の事業化に際して想定される具体的場面に問題となる法律関係の入門的講義を行う。履修者
は本講義を通じて、日本法の全体像および法律学の基本的な考え方を学ぶと共に、民法、会
社法、労働法、金商法、訴訟法、知的財産法等の基礎的知識を習得する。全ての回について
中町昭人と島並良が出席し共同で実施するが、特に科目の前半を中町が、また科目の後半を
島並が統括する。

共同

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（科学技術イノベーション研究科　科学技術イノベーション専攻）

科目区分

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ

プ
科
目

専
門
科
目



- 2 -

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（科学技術イノベーション研究科　科学技術イノベーション専攻）

科目区分

アントレプレナー
ファイナンス

　「入門編：コーポレート・ファイナンス」の応用として，アントレプレナーのファイナン
スに関する講義を行う。リスクの高い事業を実現するためには，そのリスクに耐えることの
できるリスクキャピタルの調達が不可欠である。本科目では，ベンチャー・キャピタル（Ｖ
Ｃ）から出資を受けることは銀行から融資を受けることと何が違うのか，ＶＣはどのような
点に注目して投資決定を行うのかなど，リスクキャピタルの調達に関する基礎知識を習得す
る。さらに，ベンチャー企業の場合，段階的投資や資金調達契約がアントレプレナーやＶＣ
にとってなぜ重要な意味を持つのかを学習する。ベンチャー企業のバリュエーションや，投
資回収・成長戦略としての新規株式公開（ＩＰＯ）とＭ＆Ａ についても学習する。（オム
ニバス方式／全8回）
　（14 忽那憲治／4回）ベンチャー企業の価値評価理論，（13 山本一彦／4回）財務計画

オムニバス方式

知的財産法実務 　アントレプレナーシップと法で修得した基本的知識を前提に，知的財産法実務に精通した
弁護士により，知財の戦略的な取得，維持，活用に関する具体的手法を教授する。具体的に
は，発明の営業秘密管理と特許出願の振り分け，生物関連発明・ソフトウェア発明のクレー
ミングと審査基準，産学協同研究や職務発明における権利・利益の配分，標準技術とパテン
トプール，ライセンス契約等に重点を置く。本授業により，先端テクノロジーに関する知財
戦略について，概要を理解することが期待される。

共同

先端バイオ技術概
論

　生物のもつ様々な機能を利用して人類・社会に役立てる技術「バイオテクノロジー」は遺
伝子工学，タンパク質工学，生体情報計測など先端的な技術を基盤として成り立っている。
本講義では，微生物や動植物細胞の遺伝子組換えを中心として，タンパク質の改変技術や生
体情報の計測技術など，バイオテクノロジーの先端技術を解説する。また，これらの先端技
術を統合し生命システムを合理的にデザインする合成生物工学技術を紹介するとともに，先
端バイオ技術開発の最新の動向，将来の展開について講述する。

先端環境技術特論 　世界的な水不足問題および，地球温暖化をもたらすCO2問題や大気汚染問題など，「水」
と「大気」に関する環境問題は人類が直面する大きな課題である。本講義では，水および大
気環境問題の解決に向けて広範囲に用いられている膜分離法を中心とした各種分離技術を紹
介し，各々の分離技術の特徴を議論する。また水処理やCO2分離に用いられる先端膜分離技
術について，これまでの開発の経緯や現在の導入状況，および将来展望を講述する。

先端食品技術特論 　食品には3種の機能がある。すなわち，生体維持に必要な栄養を与える一次機能，味覚や
食感に訴える二次機能，そして体調を調節して健康の維持に係る三次機能である。特に，三
次機能は疾病を予防・改善できる，あるいは老化を抑制できるなどとして健康増進作用が期
待されるため，これを積極的に利活用することを目的とする「機能性食品」の開発が脚光を
浴びている。本講義では，機能性食品の開発の現状について講述し，加えて有効性や安全性
の保障に関して議論する。

産業バイオ技術特
論

　環境に調和し，持続可能な未来社会を実現するには，バイオテクノロジーを利用した物質
生産技術（バイオプロダクション）の確立が急務である。本講義では，微生物によるバイオ
プロダクションの概要，産業における微生物資源の有効利用を紹介し，微生物の物質代謝系
の理解を深め，代謝系を改変する工学的技術についても解説する。発酵により有用物質を効
率的に製造する技術の開発など，バイオプロダクションの社会実装に向けた最新の取り組み
を紹介するとともに，バイオテクノロジー産業のさらなる強化に向けた展開について議論す
る。

農業バイオ技術特
論

　産業構造の上で，農林水産業は第一次産業として位置付けられる。農作物の生産と収穫，
さらにその加工という一連の生産過程においては，微生物から植物，動物に至るまであらゆ
る生物の機能と能力を高度に制御し，再生可能な資源の確保と育成を含めて持続的な社会基
盤を提供することが求められる。本講義では，農林水産業に関わる技術革新によって初めて
達成される新たな価値創造の実例を講述し，その有効性や問題克服のシナリオの展開につい
て議論する。

エネルギー技術特
論

　今日，エネルギー問題は，環境問題とともに早急に解決を迫られている最重要課題の1つ
であり，限りがある石油・石炭などの化石燃料に代わり，クリーンなエネルギーの有効利用
や環境に優しいエネルギーシステムの構築は大きな関心を集めている。本講義では，太陽光
や水力，風力，バイオマスなどのイノベイティブな再生可能エネルギーについて概説する。
さらにこれらの再生可能エネルギーの現在の利用状況とその将来展望について講述する。

バイオプロセス工
学特論

　バイオテクノロジーの展開を促進し，産業競争力を強化するためには，高効率なバイオ生
産プロセスの開発が求められる。さらに，エネルギー問題から環境への負荷が低いことも重
要である。本講義では，再生可能なバイオマスを利用する資源循環型のプロセスや，医薬品
などの高機能物質を効率的に生産するプロセスなどについて，バイオプロセスの先端技術を
紹介するとともに，プロセス革新が社会へ与える影響，有効性や課題についても議論する。
（オムニバス方式／全15回）
　（1 近藤昭彦／9回）バイオ燃料，化学品（⑧ 内田和久・⑦ 李　仁義／6回）バイオ医薬
品

オムニバス方式･
共同(一部）

先
端
I
T
先
端
科
目

先端IT社会学概論 　自然界とサイバー空間の結合により，くらしに身近なクルマやケータイなどの事物と，ク
ラウドやスパコンによる最先端の情報処理を紡ぐ先端ＩＴ社会を具現できる。本講義では，
くらしを豊かで安全にする先端ＩＴについて概説する。（オムニバス方式／全15回）
　（6 永田 真／４回）車載情報エレクトロニクス，移動体通信エレクトロニクス。（8 川
口 博／３回）省電力プロセッサ，メモリシステム。（7 太田 能／４回）ビッグデータ，
データマイニング。（5 天能精一郎／４回）　スパコン，高性能計算。

オムニバス方式
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門
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目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（科学技術イノベーション研究科　科学技術イノベーション専攻）

科目区分

センサー・アク
チュエータ特論

　自然界の物理情報を取り込み，自然界の事物に物理的に働きかけるには，センサーとアク
チュエータが不可欠である。センシングした物理情報はデジタルデータに変換され，大容量
のデータ処理系により分析・加工され，アクチュエーションの制御信号が生成される。本講
義では，自然界とサイバー空間の接点となるマルチフィジックスのセンサー，およびアク
チュエータの構成原理について概説する。また，これらを具体化する回路・機構と統合シス
テムの実現法，およびセンサ情報処理の原理と省電力性の高い実装法について講述する。

先端ネットワーク
特論

　情報通信技術の発展により，人と人，人とモノにとどまらず，モノとモノがネットワーク
を介して情報をやりとりするようになってきている。本講義では，インターネットに代表さ
れる情報通信ネットワークの基本概念と構成技術の概要を把握し，社会で必要とされている
情報サービスをネットワーク上で実現するための要素技術について学ぶ。 講義の前半では
情報ネットワークに関する基礎的内容を概説し，後半では発展的内容としてマルチメディア
通信のための通信品質制御，モバイルネットワーク技術，さらには新世代ネットワークの
アーキテクチャとして期待されているコンテンツ志向ネットワークについて講述する。

先端計算科学特論 　近年，計算科学的手法は，生命現象，自然現象，物質・エネルギー，宇宙など広範な分野
で応用され，重要な役割を果たしている。本講義では，主に，量子力学を用いた物質の電子
状態計算と分子シミュレーションの基礎と応用に関する概論を行う。物質科学分野の基本的
な知識を高めるとともに，計算手法とアルゴリズムの系統的な解説を行い，マルチスケール
モデルへと発展させる。分子設計，化学反応，デバイス設計，光合成の諸過程に関する応用
例を示し，計算と社会のつながりについて述べる。

社会ソリューショ
ン特論

　近年，人と人，あるいは物と物が情報通信ネットワークと結合することにより，様々な情
報サービスが創出されている。デジタルデータの流通は爆発的に増加する傾向にあり，情報
通信の質的・量的な進展は産業の成長を支える。本講義では，光と電気，無線と有線，移動
体通信と固定通信，の融合・統合によるコネクティビティ技術，およびデジタルデータの真
正性や秘匿性を担保し，なりすましやのぞき見を防止するセキュリティ技術について概説す
る。さらに，これらの技術を具現するハードウェア・システムの構成法，および新材料や新
デバイスによる情報通信システムの展開について講述する。

先端医療学概論 　近年の目覚しい科学および技術の進歩を経てもなお，医療には多くの課題が残されてい
る。これらの課題を解決し，新しい医療を切り開くことが求められている。本講義では，今
日の医療における諸課題を概観した上で，先端医療の具体的事例を，それが生み出された歴
史的経緯とともに講述する。さらに，先端医療を創出するために必要な要素にはどのような
ものがあり，いかにすれば医療のイノベーションを創出しうるのかについて，総合的な議論
を行う。オムニバス方式（全15回）
　（9 島 扶美）（７回）疾病の克服に向けて医療がいかに発展してきたか俯瞰した上で，
その最先端技術を紹介する。基礎医学，臨床医学についても分かりやすく概説する。（10
白川利朗）（８回）先端医療の現状と問題点について実例を紹介しながら概説する。また関
連する研究倫理，バイオエシックスにつても講義を行う。

オムニバス方式

臨床開発マネジメ
ント論

　実験室等で行われる研究の成果がいかに有望なものであったとしても，それを実際に臨床
の場に届け，患者や社会に真に役立つものとするためには，多くの要素が必要となる。例え
ば，何らかの新規薬剤の製造および品質管理，品質保証を関連する規制に適合するものとす
る必要があるし，臨床試験を経て実臨床へと展開するために，生物統計に関する方法論や
様々な制度的枠組みを熟知した上で活用することも重要である。また，知的財産の確保や開
発資金の調達なくしては何事もなしえない。本講義では，臨床開発にかかるマネジメントに
ついて包括的に取り扱う。

再生医療学特論 　再生医療は，臓器機能の再生等を通じて，国民の健康の維持並びに疾病の予防，診断及び
治療に重要な役割を果たすことが期待されている。 再生医療のマテリアルとして有望なも
ののひとつであるiPS細胞は我が国で発明され，多くの注目を集めているが，他にも体性幹
細胞や胚性幹細胞などの細胞を扱う技術が急速な進歩を遂げている。また，研究そのものだ
けではなく，再生医療の推進のために必要な研究開発支援や規制改革など，多くの取り組み
がなされている。本講義では再生医療研究開発の現状と課題，将来の展望について概説す
る。

分子標的薬・抗体
医薬学特論

　近年の分子生物学の急速な進歩により、疾患に関連する特定の生体分子の機能が明らかに
なるにつれ、その機能を制御することによって診断、治療、予防に結びつけようとする動き
が盛んになった。結果として、疾患関連分子に対して特異的に作用するよう設計された、い
わゆる分子標的薬による治療の時代が到来している。分泌蛋白質や膜タンパク質などを標的
にした抗体医薬ならびに、キナーゼ阻害剤をはじめとする低分子化合物は、治療の現場では
現在大きな注目を浴びている。本講義では、細胞内に局在し、疾患関連の細胞内シグナル伝
達に関与する特定の分子を標的とする分子標的薬（狭義の分子標的薬）ならびに、細胞間シ
グナル伝達に関与するリガンドや受容体などの細胞表面に局在する特定の分子を標的とする
抗体医薬について、現状と課題、将来の展望について概説する。

バイオロジクス開
発学特論

　近年の創薬開発においてバイオテクノロジーを応用した生物学的製剤、バイオロジクスの
重要性が高まっている。遺伝子、抗体、細胞や組織など生体由来の物質を応用したバイオロ
ジクスの開発は、従来の化合物を用いた創薬開発と異なる点が存在する。具体的には製造工
程において細胞等の加熱滅菌不可能な原材料を使用するための徹底した無菌品質管理やヒト
に投与する場合の免疫反応など、考慮すべき点が数多く挙げられる。本講義では、製造にお
いてヒトまたはその他の生物に由来するものを原料または材料として用いる医薬品、医療機
器（例：ワクチン、細胞培養製剤，遺伝子組換え製剤等）について、その基盤となる遺伝子
組換え技術や細胞生物学的技術等と、事業化におけるGMP製造等のための製造管理・品質管
理・品質保証の技術や関連する規制および産業界の動向について具体例を挙げながら講義す
る。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（科学技術イノベーション研究科　科学技術イノベーション専攻）

科目区分

産業技術実習 　先端科学技術の研究開発のみならず実生産の技術開発を担うことができる理系人材の養成
をめざし，研究成果の産業化に欠かせない生産プロセスの現場に準ずる設備や装置を用い
て，実務家教員によるパイロットプラント等の運転指導を含めた実践的な教育を行う。
本実習では1学年を10名程度の4グループに分割して，それぞれ以下の4種目の実習を巡回し
て行う。
具体的には，以下のような実習を行う。
1.  バイオプロダクション実習:バイオプロダクション実習ではバイオエタノール発酵のパ
イロットプラントなどを活用して実践的な実習を行う。（1 近藤 昭彦,2 吉田 健一,4 蓮沼
誠久,18 石井 純,16 石川 周,⑦ 李 仁義,⑧ 内田 和久）
2.  先端膜工学実習:先端膜工学実習では多孔膜作製のパイロットプラントなどを活用して
実践的な実習を行う。(3 吉岡 朋久,17 中川 敬三，22 松山 秀人)
3.  先端IT実習:先端IT実習では情報通信デバイス・装置等のプロトタイプ作成などを行う
実践的な実習を行う。(5 天能 精一郎,6 永田 真,7 太田 能,8 川口 博)
4.  先端医療学実習:先端医療学実習では培養細胞パイロットプラント等を活用して実践的
な実習を行う。(9 島 扶美,10 白川 利朗,11 青井 貴之)
4種目の実習は，それぞれに「基礎理論講習」，「実験および実習」，「結果のまとめと考
察」，「レポート作成」の4要素より構成される。

共同

オムニバス方式
・共同
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　科学技術者には，研究・開発内容に関するプレゼンテーションを効果的に行うスキルが要
求される。本演習では，魅力的なプレゼンテーションの達成に向けて，発表を行いたい内容
をより明確に聴衆に伝える能力を身に付けさせる。具体的には，関連文献の内容を紹介する
発表や，国内及び国際学会での各自の研究成果の発表等において，論理的な発表構成の組み
立てや，聴衆に理解されやすいプレゼンテーションの実行が可能となるように指導を行う。

プレゼンテーショ
ン演習

　受講生が既に有するもしくは現在獲得しようと努めている先端科学技術分野の事業化シー
ズやアイデアを実際に新事業創造に結びつけるための実践的応用力を養成する。具体的に
は，1年次後期においては，まずビジネスプランを立案する基本的なプロセスを学び，その
後に，現実の先端テクノロジー関連ベンチャー企業のビジネスプランをケースとして取り上
げ，より実践的なビジネスモデル，ビジネスプランの立案ノウハウを習得する。併せて，グ
ループワークによりビジネスプランの模擬的な立案も行う。2年次前期においては，受講者
が各人別に設定した先端科学技術分野の研究テーマを題材にして，それらを事業化するため
のビジネスプランを実際に作成することで，科学技術を事業化する実力のレベルアップを図
る。教員は，作成されるビジネスプラン自体およびその作成プロセスが，受講者各人の修士
論文の作成プロセスに寄与するよう，ゼミナール形式にて丁寧に指導を行う。また全体をと
おして，科学技術，アントレプレナーシップ，ストラテジー，ファイナンス，知的財産権な
ど文理融合の多角的な視点からの指導に力点を置く。（全16回）
（1 近藤 昭彦／9回）バイオプロダクション分野における事業化シーズの獲得やアイデア並
びに事業化するためのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（2 吉田 健一／9回）バイオプロダクション分野における事業化シーズの獲得やアイデア並
びに事業化するためのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（3 吉岡 朋久／9回）先端膜工学分野における事業化シーズの獲得やアイデア並びに事業化
するためのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（4 蓮沼 誠久／9回）バイオプロダクション分野における事業化シーズの獲得やアイデア並
びに事業化するためのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（5 天能 精一郎／9回）先端IT分野における事業化シーズの獲得やアイデア並びに事業化す
るためのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（6 永田 真／9回）先端IT分野における事業化シーズの獲得やアイデア並びに事業化するた
めのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（7 太田 能／9回）先端IT分野における事業化シーズの獲得やアイデア並びに事業化するた
めのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（8 川口 博／9回）先端IT分野における事業化シーズの獲得やアイデア並びに事業化するた
めのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（9 島 扶美／9回）先端医療学分野における事業化シーズの獲得やアイデア並びに事業化す
るためのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（10 白川 利朗／9回）先端医療学分野における事業化シーズの獲得やアイデア並びに事業
化するためのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（11 青井 貴之／9回）先端医療学分野における事業化シーズの獲得やアイデア並びに事業
化するためのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（12 尾崎 弘之／16回）学生の有する先端科学分野の研究テーマを題材に，事業化するまで
のビジネスプランを作成できるよう科学技術アントレプレナーシップの視点から学生への研
究指導を行う。
（13 山本 一彦／16回）学生の有する先端科学分野の研究テーマを題材に，事業化するまで
のビジネスプランを作成できるよう科学技術アントレプレナーシップの視点から学生への研
究指導を行う。
（14 忽那 憲治／16回）学生の有する先端科学分野の研究テーマを題材に，事業化するまで
のビジネスプランを作成できるよう科学技術アントレプレナーシップの視点から学生への研
究指導を行う。
（15 島並 良／3回）学生の有する先端科学分野の研究テーマを題材に，事業化するまでの
ビジネスプランを作成できるよう知的財産権の視点から学生への研究指導を行う。
（16 石川 周／9回）バイオプロダクション分野における事業化シーズの獲得やアイデア並
びに事業化するためのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（17 中川 敬三／9回）先端膜工学分野における事業化シーズの獲得やアイデア並びに事業
化するためのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（18 石井 純／9回）バイオプロダクション分野における事業化シーズの獲得やアイデア並
びに事業化するためのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（⑦ 李　仁義／9回）バイオプロダクション分野における事業化シーズの獲得やアイデア並
びに事業化するためのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（⑧ 内田 和久／9回）バイオプロダクション分野における事業化シーズの獲得やアイデア
並びに事業化するためのビジネスプランに関して，学生への研究指導を行う。
（⑨ 中町 昭人／3回）学生の有する先端科学分野の研究テーマを題材に，事業化するまで
のビジネスプランを作成できるよう知的財産権の視点から学生への研究指導を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（科学技術イノベーション研究科　科学技術イノベーション専攻）

科目区分

　バイオ･環境，先端IT，先端医療学分野における各々の研究課題について専任教員による
個人的指導を行う。研究テーマの基礎となる予備的調査及び実際の研究テーマの進行に関し
て，既存文献の学習方法の指導，国内及び国際学会での研究テーマの発表の指導，国際誌へ
の投稿論文作成の指導などを行う。指導は，週内の特定の時限を定めて研究室セミナーとし
て行うものと，時限を定めず必要に応じて個人的に行う指導の２種類の形態で実施する。
（1 近藤 昭彦）
　微生物細胞における細胞表面構造や代謝を設計して，非可食バイオマス等の資源からバイ
オ燃料やバイオベース化学品を生産する微生物細胞工場を構築する合成生物工学技術の基盤
を確立するとともに，その産業応用を行う教育研究を行う。さらに合成生物学技術を高等動
物細胞に適用し，バイオ医薬品等の生産を行う教育研究を担当する。
（2 吉田 健一）
 微生物ゲノム情報を基に新規なゲノム機能および調節機構を見出す基礎研究を推進し，そ
れをバイオプロダクション，特に生理活性物質の生産に役 立つ応用研究につなげる方法論
の開発とその実践について教育研究を担当する。
（3 吉岡 朋久）
　多孔性無機材料，有機高分子材料等を用いる分子混合物の精密分離膜の解析，設計および
開発を行うとともに，環境・エネルギー問題解決のための高度分離プロセスへの応用に関す
る研究を行う。
（4 蓮沼 誠久）
　微生物等の細胞内代謝について，遺伝子発現や代謝物質を網羅的に観測する分析・解析技
術の研究開発を行うとともに，液体燃料や汎用化学品などの有用物質を効率的に生産する微
生物の開発について研究を行う。
（5 天能 精一郎）
　光エネルギー変換や物質設計に必要な計算科学的研究を進める。計算手法と超並列環境に
最適なアルゴリズム開発を行うと共に，開発された計算手法による応用研究を行う。
（6 永田 真）
　高度な情報システムの構成と設計に関する研究を進める。とりわけ，先端ITを支える集積
エレクトロニクスに関して，新材料や新構造による高性能，環境擾乱への高い耐性の獲得，
セキュリティ機能の強化，を実現する研究開発を行う。
（7 太田 能）
　先端ITを支える情報ネットワークに関する研究を進める。とくに大容量コンテンツ流通の
ための情報指向ネットワークや多数のセンサデバイスを収容するための省電力かつ高効率な
無線アクセス方式に関する研究開発を行う。
（8 川口 博）
　センサー・アクチュエータおよびインターフェース回路に関する研究開発を行う。大面積
薄膜エレクトロニクスや高集積シリコンデバイスによるデータ変換器の設計，それらを組み
合わせた組み込みシステムの実装などが含まれる。
（9 島 扶美）
　がん遺伝子産物の立体構造情報に基づいた機能阻害剤，特に低分子量有機化合物の分子設
計を研究課題とする。
（10 白川 利朗）
　ビフィズス菌をプラットフォームとする新規経口ワクチン，アデノウイルスを用いた癌遺
伝子治療薬等の開発を研究課題とする。
（11 青井 貴之）
　iPS細胞を用いる創薬プラットフォームやiPS細胞由来再生医療等製品の開発を研究課題と
する。
（16 石川 周）
　微生物が栄養増殖から環境変化に応じて細胞分化し，多様性を獲得するメカニズムを研究
する。とくにその様な細胞周期を任意に制御し，効率的な物質生産期に誘導する方法論の研
究開発を行う。
（17 中川 敬三）
　ナノ材料や生体分子による自己組織化構造を利用した機能性分離膜の開発を進める。膜性
能に関わる因子の精密構造制御や新たな機能の付与，また生体膜の支持体上への最適な形
成・固定化法の探索を行い，高い分離・透水性能を有する革新的水処理膜の開発について研
究を行う。
（18 石井 純）
遺伝子やタンパク質，その他の制御因子など生命の部品を人工的にデザインすることで，バ
イオプロダクションに資する細胞を再設計することを研究課題とする。
（⑦ 李　仁義）
  バイオロジクスの製造プロセス開発、GMP生産を踏まえ、開発期間の短縮や省コスト化な
どにつながる新たな技術の研究開発を行いながら、薬制対応に関することを研究課題とす
る。また、それらの産業現場での実践に関する教育研究を担当する。
（⑧ 内田　和久）
  タンパク医薬と製造過程が一部共通な組み換えワクチン、細胞医薬についての生産プロセ
スに関する基盤技術とリアルタイムの工程分析に関する研究開発を行う。それらを規制に則
して産業に応用する開発、教育研究を行う。
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